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自己紹介　川﨑彩子（かわさき あやこ）

23歳。北海道出身、東京在住

2021年春からFFFに参加し、前回のエネ基改訂の頃から本格的に活動

に関わるようになった。

大学1年生のときに、小学校の教科書にも出てくる「温暖化」が、未だに

対策が充分でなく悪化していることに、衝撃を受け、強く危機感を持っ

た。自国が大きく加担しているということも。



自己紹介　二本木葦智（にほんぎ よしとも）

19歳、大学1年生

2022年からFFFに参加、排除や抑圧のない社会を求める思いから気候

正義の観点を軸に活動中。

3･11をきっかけに社会に関心を持つようになり、社会と自分がつながる

中での不正義を許せない性格から気候危機問題の市民運動に関わる

ようになる。



FFFの価値観「気候正義」とは

気候変動の影響や、負担、利益を公平・公正に共有し、弱者の権利を保護するという人
権的な視点を気候正義（Climate Justice）という。

先進国が化石燃料などの大量消費で引き起こした 

気候変動の影響を最も受けるのは、 

途上国、将来世代など弱い立場の人  

すべての人の暮らしや生態系の恩恵を 

重視した取り組みで温暖化を解決すべき 



FFFの価値観「気候正義」とは

気候難民 南北問題 貧困 ジェンダー格差 世代間格差

格差構造から恩恵を受ける人々 による

そうでない人々への構造的暴力

社会的弱者 が静かな暴力の犠牲になる不正義を

解決していくための 「気候正義」



気候不正義の例

● 一次産業を始め屋外など猛暑になる場所での作業をする方々

○ 「ヤマト運輸の従業員が1人ストライキ　職場の倉庫は40℃超、熱中症対策

を求めたら気温計を取り外された」東京新聞（2024年8月19日）東京新聞 
TOKYO Web
（https://www.tokyo-np.co.jp/article/348460）〔2024年8月21日閲覧〕

● 様々なマイノリティが特に被害を受ける

○ FFFは過去、障がい者、高齢者、LGBTQ、路上生活者の方々にヒアリン

グ。

● 若者、そしてまだ生まれぬ将来世代

○ 次のページの図を参照

https://www.tokyo-np.co.jp/article/348460%EF%BC%89


気候危機の世代間格差（図）

IPCC AR6 Synthesis Report Figure SPM.1c (https://www.ipcc.ch/report/ar6/syr/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-1/)
〔2024年8月23日閲覧〕

https://www.ipcc.ch/report/ar6/syr/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-1/


2050カーボンニュートラルだけでは不十分

2050年に向かう直線的な削減では、実質的な排出量が1.5℃目標に整合しない。

世界全体で1.5℃目標を達成するためには、日本は2050カーボンニュートラルだけでなく

その過程でカーボンバジェットを超えないよう、どれだけ急速に排出量を減らすかと いうことが求められる

環境省・経済産業省（2024.6）「気候変動対策の現状と今後の課題につい

て」https://www.env.go.jp/council/content/i_05/000234692.pdf
（中央環境審議会地球環境部会2050年ネットゼロ実現に向けた気候変動対策検討小委員会・産業構造審議会産業技術環境分

科会地球環境小委員会中長期地球温暖化対策検討ＷＧ　合同会合（第１回）　資料４）

図は、以下を統合して作成

● 国立環境研究所（2024）「日本の温室効果ガス排出量データ（1990＝2022年度）（確報値）」

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.nies.go.jp%2Fgio%2Farchive%2Fghgdata%2Fpi5dm3000010bn3l-att%2FL5-7gas_2024_gioweb_ver1.0.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK 
● Climate Action Tracker（2024）「Country summary＞Japan＞Scenario data＞Modelled domestic pathways」 https://climateactiontracker.org/countries/japan/ （2024年3月更新）

1.5℃達成のための排出量

オントラック
2035年

78% 2013年度比

https://www.env.go.jp/council/content/i_05/000234692.pdf
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.nies.go.jp%2Fgio%2Farchive%2Fghgdata%2Fpi5dm3000010bn3l-att%2FL5-7gas_2024_gioweb_ver1.0.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://climateactiontracker.org/countries/japan/


1.5℃目標に整合した2035年NDCの策定を

1.5℃目標達成のため、日本はGHG排出を

2030年までに62%、2035年までに78%削減することが必要（ 2013年度比）

（Cliamte Action Tracker）

2050年までのカーボンバジェットを考慮し、より急速に削減するための目標設定が

必要

1人あたりの排出量や歴史的排出量などの公平性を考慮すると

日本は2030年までに約120%削減が必要。

78%は最小費用を基準とした割り当てで、最低限達成されなければならない



バックキャスティングのシナリオを元に議論を

様々な団体が出しているシナリオ（IGES等）を参考にし、

カーボンバジェットと気候正義を考慮した科学的な議論を。

安定供給やコスト、社会実装に言及するシナリオもあり、

提示することで世論醸成も期待できる



最後に

1.5℃目標が未達成となれば、気候危機が加速し、

誰もが影響を受けるだけでなく

脆弱な人々・将来世代が被害を受ける不公正な社会が加速します。

そのリスクは科学的に明らかであり、現実に起きることです。

1.5℃目標を守るための目標設定は当然の責任といえます。

1.5℃目標に整合したNDCと、

バックキャスティングでの科学的な議論を求めます。


